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　医学部には医学科と看護学科があります。入学後1年間は、五福
キャンパスでまず教養教育を学び、幅広く深い教養を積むと共に、医
学や看護学を学ぶ準備教育を行います。2年次には本学部の特徴の
一つである「和漢医薬学入門」を開講しています。
　医学科のカリキュラムでは、2年次から「解剖学」等の専門教育科目
の授業が主となり、3年次からは臓器別に基礎と臨床の教員が相互に
協力して行う統合型教育が始まります。4年次に行われる「臨床実習開
始前の学生評価のための共用試験」に合格した後、本学附属病院を
中心に臨床実習を行います。また5年次から6年次にかけて行う「選択
制臨床実習」では、本学附属病院以外にも地域の関連教育病院等で

の研修も可能です。
　看護学科のカリキュラムでは、1年次から2年次にかけて看護基礎
科学を学び、介護体験実習や基礎看護学実習を通じて看護における
基本的な考え方や技術を学びます。3年次には看護学を中心に学び、
3年次後半からは、学内の講義や演習・実習で学んだ知識や技術を統
合し、根拠に基づいた看護を実践するために本学附属病院及び地域
の関連施設にて臨地実習を行っています。
　このように医学部では、地域の基幹病院と緊密な連携のもとに医
学・看護学教育を行っています。
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医学部長　関根 道和

医 学 科

1年生

2～4年生

4～6年生

教養教育科目、医学準備教育（医療学入門 等）

統合型講義とテュートリアル、共用試験（CBT、OSCE）、
基礎医学、臨床医学、社会医学、研究室配属、和漢医薬学入門

臨床実習、選択制臨床実習
（海外臨床研修、関連病院臨床実習）

1～2年生

3～4年生

看護基礎科学（医療学入門、和漢医薬学入門、形態機能学 等）、
教養教育科目

臨地実習、総合実習、
看護研究 看護学

老年看護学、地域看護学、精神看護学、
小児看護学、成人看護学、母性看護学、
基礎看護学

日々進歩する医学の知識、技術を身に付け、医師・医学者として、豊かな人間性を備えた医療の実践及び
医学の発展に取り組むことのできる人材を養成することを目的としています。

看護学科 全人的な看護の役割と責務を認識し、看護師、保健師及び助産師としての
専門的な対応ができる人材を養成することを目的としています。

　

　医学部は、1975年に富山医科薬科大学医学部とし
て開学し、2005年の県内国立大学の再編統合により
富山大学医学部となりました。開学から約半世紀が経
過した歴史ある医学部です。
　医学科は、国際基準に準拠した医学教育分野別評
価を受審し、2018年に国際基準に適合しているとの
認定を受けました。受審は日本で7番目、北陸3県では
初の認定校です。教職員が熱意をもって、最新の知識
や技能、高い倫理観、温かい人間性を備えた医師を育
成している点が高く評価されました。

　看護学科は、学士課程修了により看護師・助産師・
保健師の3つの受験資格を得ることが可能となってい
ます。看護学科においても看護学教育分野別評価を
2025年に受審予定であり、現在、看護学教育改革が
進行中です。さらに、大学院教育において、専門性の
高い看護職を育成しています。
　医学部のある杉谷キャンパスは、薬学部、附属病
院、和漢医薬学総合研究所を擁する富山大学の医薬
系拠点であり、東西融合や異分野融合により新たな価
値を生み出す最適な環境を提供しています。
　私達は、グローバル・スタンダードの医学教育や看
護学教育を実施することで、地域と世界で活躍できる
医療人を育成しています。

地域と世界で活躍できる
医療人を育成

このような人を求めています
【医学科】生命の尊厳を理解し、医療人として不可欠な倫理観と温かい人間
性、専門性を備え、専門的知識及び技能を生涯にわたって維持し向上させる自己
学習の習慣を持ち、国際的視野に立って医学、医療の発展、及び地域医療等の社
会的ニーズに対応できる人材を求めます。

【看護学科】看護学科では、以下の素質を有する優秀な人材を求めます。
• 基礎学力があり看護学に深い関心を持つ人
•自ら学ぶことをめざせる人
•人間に強い関心を持ち、人々の安寧のために働くことを希望する人
• 他者との連携を保てる人
●入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）より 
※各ポリシーの全文は、本学ウェブサイトに掲載しています。

このような教育を行います
【医学科】医師として必要とされる「ヒトの構造と機能の正常と病態の基礎」
「臨床医学の基礎」「社会における医学の基礎」を能動的に学修します。「ヒトの
構造と機能の正常と病態」「臨床医学の基礎」「社会における医学の基礎」の学
修成果を応用して、診療の基本を学修します。

【看護学科】看護学を体系的に学修します。1年次：教養教育科目を基盤とした学
修を主に、看護基礎科学・基礎看護学を段階的に学修します。2年次：看護基礎科
学・基礎看護学を中心に、各専門領域の看護学を段階的に学修します。3年次：各
専門領域の看護学を基盤に看護専門科目を、段階的・統合的に学修します。4年次：
自律した専門職業人をめざし、看護学の統合・発展・探究を段階的に学修します。
●教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）より 

このような人を育てます
【医学科】医師としての目標と世界への幅広い関心と知識を持
ち、自ら考え、自分の行動には責任が伴うことを自覚することが
できる。医師として必要とされる医学の体系的な知識を持ち、総
合的に活用し、新しく更新することができる。医師として医学や
医療の現場の問題を発見・理解し、解決に必要な資源を活用し
て分析ができ、解決する思考力や判断力を身に付け、適切に行
動することができる。協調的に公平に行動することができる。医
師の役割と責任を理解し、地域と国際社会のために行動するこ
とができる。医師として多様な人々と意思疎通し、他人の思いや
考えを理解するとともに、自分の考えを表現し、意見を交わすこ
とができる。

【看護学科】人文科学、社会科学、自然科学、疾病治療学を学際
的に捉え、総合的な人間理解に向けた幅広い知識とそれらを応
用する能力を身に付けている。基本的な看護実践能力を身に付
け、看護としての専門性を系統的に探究し、専門家として研鑽し
続けることができる。社会の多様で個別性の高いニーズへの対
応策を創造する能力を身に付けている。医療倫理観を備えるとと
もに、看護職としての責務を果たす能力を身に付けている。また
保健医療福祉チームの一員として自らの役割を果たすとともに、
高い協調性が発揮できる実践能力を身に付けている。語学力及
びコミュニケーション技術を駆使して、情報を主体的に判断して
適切に活用できる能力を有し、地域社会、国際社会に貢献できる
意思と能力を身に付けている。
●卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）より 

医 学 科： ●医師免許
看護学科： ●看護師免許 ●保健師免許 ●助産師免許（助産コースのみ取得可）

※国家試験合格が条件です。なお、保健師免許、助産師免許取得については、看護師免許を取得していることが条件です。
　　　　　 ●養護教諭2種免許状  ※保健師免許の取得に加え、所定科目の単位を修得することが条件です。

医 学 科：〈附属病院及び協力病院〉 ● 富山大学附属病院 ●富山県立中央病院 ●富山赤十字病院 ●厚生連高岡病院など
〈協力病院以外として〉 ●滋賀医科大学医学部附属病院 ●東北大学病院 ●自治医科大学附属病院
●名古屋大学医学部附属病院 ●筑波大学附属病院 ●京都大学医学部附属病院など

看護学科： ●富山大学附属病院 ●富山県済生会高岡病院 ●富山赤十字病院 ●市立砺波総合病院 ●名古屋大学医学部附属病院
●福井大学医学部附属病院 ●金沢大学附属病院 ●富山市役所 ●石川県庁など
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